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年 月 日 （ 土 ） ：
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No. 号 号 No.

分 2 年 1 1 1 年 HT 分

分 2 年 17 6 2 年 分

分 2 年 3 3 2 年 分

10 分 1 年 4 2 2 年 分

分 1 年 24 5 2 年 分

分 2 年 8 8 2 年 分

分 1 年 22 7 2 年 分

HT 分 1 年 19 11 2 年 65 分

54 分 1 年 14 14 2 年 55 分

分 2 年 13 9 2 年 分

分 2 年 10 10 2 年 53 分

分 1 年 21 12 1 年 分 1

4 分 2 年 5 17 2 年 分 10

分 1 年 15 22 1 年 分 14

分 2 年 25 15 2 年 分

19 分 1 年 6 23 1 年 分 11

分 2 年 16 21 1 年 分

14 分 2 年 9 24 1 年 分

分 2 年 18 4 2 年 分

分 2 年 20 16 2 年 分

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分 7

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 11 0 － 1

分 0 － 2
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分 －
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公 式 記 録 

平成２６年度兵庫県高等学校サッカー新人大会 準決勝 38

日  時 2015 1 31 13 00 キックオフ 会  場   アスパ五色  メイングラウンド

天  候 晴れ 風 強風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 ／  PK戦

運営責任者 堀口  泰司 会場主任 笠原  弘樹 記  録 近藤  照男 石塚  健二 観 衆 500

主  審 前田　晃男 副審１ 藤井  健介 副審２ 永岡     惇 第４の審判員 小谷  敏之

 チーム名

0

前半

2

 チーム名

報 徳 学 園 高 校 後半 神戸弘陵学園高校
延前

選手番号

○×  先 PK戦 先  ○×

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置 選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前

原     滉平 GK GK 鈴木  悠太

小谷地  実 DF DF 大隅  育志

玉井      陸 DF DF 山口  翔也

霧嶋  兼三 DF DF 中濱  颯斗

仲宗根 弘輝 DF DF 松岡  耕生

川野  京哉 MF MF 坂口  晃生 2

広本　大吾 DF MF 下山  祥志

千徳　有寛 MF MF 河田  奨平 １＊ 1

笠原     陸 MF FW 入谷  子龍 1 1

1 荒川  幸希 MF FW 土井  智之 2

1 吉田  拓矢 FW FW ベハラノ ナオキ 1 2

瀬下  明広 GK GK 渡辺  太貴

神部     仁 DF FW 福留     渉 1

川田  隼世 MF FW 安達  啓祐

有澤  弘資 MF MF 児谷  拓希

高原  歩夢 MF FW 村山     健

工藤  大地 FW MF 谷後  滉人

森脇  稔喜 MF DF 原     拓海

林     直輝 MF DF 岸本     陸

福田  亜翔 MF DF 奥野　尚樹

時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半 前半 チーム合計 前半 後半 合 計 時 間 警・退 氏　　名 事 由

2 0 2 シュート 5 7 12 25 警 下山  祥志 反ス

12 5 7 Ｇ Ｋ 1 3 4

0 0 0 Ｃ Ｋ 2 2 4

7 3 4 直接ＦＫ 2 5 7

1 0 1

0 Ｐ Ｋ

間接ＦＫ 1 0 1

0 0 0

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0

得

点

経

過

26 神戸弘陵 河田 左 6

34 神戸弘陵 オウンゴール 左

～ ∩ 中央 11 HS

9 ∩ 右 5 → 中央 オウンゴール

戦評者 所 属 小野・県西 氏 名 笠原・石塚

   お互い４－４－２のシステムで、神戸弘陵が風上をとり、強い風の中ゲームがスタートした。序盤より、神戸弘陵がショート

パスをつなぎながら、ゲームの主導権を握った。対する報徳学園は、粘り強い守備から時折鋭いカウンターからチャンスをうか

がった。しかし、前半26分・34分と立て続けにサイド攻撃から、神戸弘陵が得点をあげた。後半に入り、風下になった神戸弘

陵だが、丁寧なショートパスから大きなサイドチェンジを織り交ぜ、試合のペースを報徳学園に掴ませなかった。報徳学園は、

選手交代で何とか主導権を取り戻そうとしたが、なかなかチャンスを作れなかった。終始、神戸弘陵ペースでゲームが終了し

た。多彩な攻撃で、ゲームを組み立てた神戸弘陵の良さが目立ったゲームであった。

(一社)兵庫県サッカー協会
兵庫県高体連サッカー部

kick off

戦

評

[備 考]


